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～世のなか安穏なれ～

◆
大
遠
忌
ニ
ュ
ー
ス
フ
ラ
ッ
シ
ュ

　
　

団
参
日
程

◆
視
点　

平
和
の
つ
ど
い

◆
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
備
後

　
　

「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
寺
院
機
能
を
考
え
る
」

◆
坊
守
探
訪　

芦
田
組　

西
教
寺

◆
連
載
「
情
報
技
術
の
普
及
と
宗
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影
響
」
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活
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情
報

◆
予
報
・
イ
ン
フ
ォ
メ
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シ
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新
門
さ
ま
ご
巡
回　

       

少
年
連
盟
子
ど
も
大
会
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
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《
お
願
い
》

『
教
区
報
』
の
編
集
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
意
見
や

ご
感
想
、
情
報
の
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
教

区
報
専
門
委
員
会
ま
で
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
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組
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靖
国
、
自
死
、
仏
婦
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岡
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●
大
遠
忌
関
連
情
報

本
山
行
事

御
動
座
法
要　
　
　

　
　

４
月
１
日
（
水
）

本
願
寺
御
影
堂

　

平
成
大
修
復
完
成
奉
告
法
要

　
　

４
月
２
日
（
木
）

本
願
寺
御
影
堂

　

平
成
大
修
復
完
成
慶
讃
法
要

　
　

５
月
22
日
（
金
）
～
26
日
（
火
）

大
谷
本
廟
親
鸞
聖
人
750
回
大
遠
忌
法
要　

　
　

10
月
12
日
（
月
）
～
16
日
（
金
）

地
方
都
市
行
事

「
広
島
市
に
お
け
る
法
要
行
事
」

　

記
念
大
会

　
　

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年

　
　

３
月
４
日
（
木
）
～
６
日
（
土
）

教
区
内
行
事

備
龍
会
お
待
ち
受
け
法
要

　４月

11 日 12 日 14 日 15 日 16 日
午　前 鴨川北 120 沼隈西 300

午　後
沼隈南 200

御調西 240
芦　田 240 鴨　川 200 三　次 200

６月

10 日 13 日 15 日 16 日

午　前 　中　160 沼隈西 100
世　羅 160

三　谿 180

午　後 世羅 160

　奥　160

比　婆 300

三　次 200

世　羅 160

　11 月
10 日 16 日

午　後
深　津 500

御調東 300
御調東 200

　９月
13 日 14 日

午　後 芦　田 240 備中里 240

　10 月
11 日 14 日 16 日

午　後
沼隈西 200

沼隈南 250

神　石 160

御調東 200
三　次 200

一昨年の事務担当者会議から、ようやくにし

て各組の団体参拝日程が決定した。足掛けおよそ１年半

であった。

今後は各組にて日程内容が決められる。

大
遠
忌
関
連
情
報
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
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相
談
員
退
任
挨
拶

 

こ
の
た
び
12
月
24
日
付
本
山
人

事
異
動
に
伴
い
中
央
基
幹
運
動
推

進
相
談
員
を
拝
命
し
備
後
教
区
基

幹
運
動
推
進
相
談
員
、
備
後
教
区

教
務
所
賛
事
事
務
取
扱
を
離
任
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

備
後
教
務
所
で
の
10
年
間
の
在

勤
中
は
皆
様
方
よ
り
公
私
に
わ
た

り
、
お
育
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
宗
門
の
た
め
ご
法
義

繁
盛
の
た
め
微
力
を
尽
く
す
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
御
指

導
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

不
ニ
川
公
勝
明
覚
寺
住
職

　

勝
村
篤
博
順
勝
寺
門
徒

　

不

二

川

公

勝

総

長

を

信

任

答
申
書
の
ご
報
告

　

昨
年
10
月
29
日
に
宗

会
が
解
散
し
た
こ
と
に

伴
う
宗
会
議
員
総
選
挙

が
12
月
（
僧
侶
議
員
７

日
、
門
徒
議
員
10
日
）

に
行
わ
れ
た
。
備
後

教
区
か
ら
は
僧
侶
議
員

に
不
二
川
公
勝
明
覚
寺

住
職
が
無
投
票
で
選
出

さ
れ
、
門
徒
議
員
に
は

勝
村
篤
博
順
正
寺
門
徒

「
宗
会
議
員
選
挙
報
告
」

奥村宏道選挙管理委員長より当選
証書が渡された。代理で受理され
た明覚寺若坊守（写真上）と勝村
篤博門徒議員（写真下）

再
選

が
、
10
日
教
区
会
に
て
選
出
さ
れ
た
。
と
も
に
再
選
と
な
る
。

　

な
お
、
そ
の
後
、
新
議
員
に
よ
る
特
別
宗
会
（
12
月
16
日
～
17

日
）
に
て
、
不
二
川
総
長
の
信
任
投
票
が
お
こ
な
わ
れ
、
信
任
さ

れ
た
。
２
年
後
の
大
遠
忌
法
要
の
円
成
及
び
、
宗
門
長
期
推
進
計

画
の
完
遂
に
向
け
て
邁
進
す
る
。

　

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
11
月
８
日
に
、
季
平
恵
海

委
員
長
（
当
時
）
よ
り
答
申
書
が
教
務
所
長
に
答
申
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
２
０
０
７
（
平
成
19
年
）

４
月
１
日
よ
り
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
備
後
教
区
賦
課

基
準
等
調
整
委
員
会
も
各
種
委
員
会
を
22
回
開
催
し
、

お
陰
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
１

月
31
日
に
教
務
所
長
へ
答
申
書
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

何
回
も
集
ま
り
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
た
各
委
員

様
、
又
、
各
寺
ご
住
職
様
に
は
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

そ
の
作
業
の
中
、
門
徒
戸
数
の
実
数
、
化
境
制
度
や

公
開
の
問
題
点
も
出
て
、
慎
重
に
協
議
し
作
業
を
進
め
、

様
々
の
問
題
点
、
反
省
点
も
答
申
書
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

次
回
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
４
月
１
日
発
足
の
次

期
委
員
会
で
は
、
今
回
の
答
申
書
を
踏
ま
え
て
い
た
だ

き
、
実
数
に
に
近
い
門
徒
戸
数
が
出
る
こ
と
を
念
願
い

た
し
ま
す
。

教
区
賦
課
基
準
等
調
整
委
員
会

　
　
　
　

山
下
義
円
委
員
長

▲不二川公勝総長
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Vol〈６〉

　

第
13
回
大
会
が
福
山
市
沼
隈
町
サ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は

正
信
念
仏
偈
の
お
勤
め
の
後
、
講
師
に
河
野
義
行
氏
を
お
迎
え
し
て
「
平
和
を
築

く
道
～
現
代
社
会
の
危
機
と
希
望　

松
本
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
河
野
義
行
さ
ん
に

学
ぶ
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
一
時
間
半
に
わ
た
り
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
今

回
は
そ
の
内
容
を
ま
と
め
て
み
た
。　
　
　

                         

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

文
責
・
教
区
報
専
門
委
）

　

世
間
の
バ
ッ
シ
ン
グ
に
さ
ら
さ
れ

　

「
わ
が
家
に
と
っ
て
の
松
本
サ
リ
ン

事
件
の
終
わ
る
日
と
い
う
の
は
、
妻
が

治
っ
た
日
、
あ
る
い
は
死
ん
だ
日
・
・
・
。

で
す
か
ら
松
本
サ
リ
ン
事
件
は
、
こ
れ

で
終
わ
っ
た
日
に
な
る
。
そ
ん
な
位
置

づ
け
に
な
る
と
思
う
。
」
２
０
０
８
年

８
月
５
日
河
野
義
行
さ
ん
は
妻
澄
子
さ

ん
の
死
去
に
際
し
、
こ
う
語
っ
た
。

　

１
９
９
４
年
長
野
県
松
本
市
の
深
夜

の
住
宅
街
で
オ
ウ
ム
真
理
教
信
者
ら
に

よ
り
、
猛
毒
の
サ
リ
ン
が
散
布
さ
れ
、

死
者
７
人
、
重
軽
傷
者
６
６
０
人
を
出

す
事
件
が
起
こ
っ
た
。
第
一
通
報
者
で

あ
り
、
事
件
被
害
者
で
あ
っ
た
河
野
さ

ん
は
、
当
初
容
疑
者
と
し
て
警
察
に
よ

る
捜
査
を
受
け
る
。
同
じ
く
被
害
を
受

け
、
意
識
不
明
に
陥
っ
た
妻
の
看
病
を

し
つ
つ
、
自
ら
も
サ
リ
ン
の
後
遺
症
を

抱
え
た
ま
ま
、
警
察
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ

る
「
犯
人
扱
い
」
を
受
け
、
世
論
の
バ
ッ

シ
ン
グ
に
さ
ら
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
14
年
後
の
２
０
０
８
年
８

月
５
日
。
家
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

澄
子
さ
ん
は
、
息
を
引
き
取
っ
た
。
60

歳
、
事
件
以
来
、
一
度
も
意
識
が
回
復

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
う

し
て
松
本
サ
リ
ン
事
件
に
よ
る
死
者
は

８
名
に
な
っ
た
。

　

憎
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
看
病
に

　

今
回
の
講
演
を
思
え
ば
、
妻
、
澄
子

さ
ん
を
亡
く
さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
２
ヶ

月
後
の
講
演
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
講
師
の
「
オ
ウ
ム
真
理
教
（
当
時

の
）
事
件
関
係
者
に
憎
し
み
を
持
た
な

い
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
る
こ
と

が
な
い
。
ま
た
講
師
は
、
事
件
被
害
者

と
し
て
は
少
数
派
の
「
死
刑
」
に
対
し

て
慎
重
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
こ
と
で

も
知
ら
れ
る
。
講
演
の
中
で
講
師
は
「
誰

NPO 法人リカバリー・サポート・センター理事。

愛知県豊橋市出身。名城大学理工学部卒。
平
和
の
つ
ど
い

ー
全
戦
争
犠
牲
者
を
偲
ん
で
ー

　
　

第
13
回
大
会
（
２
０
０
８
年
10
月
28
日
）

開
会
式
で
の
勤
行

▲
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か
を
憎
む
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
て
い

る
以
上
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
も
の

で
す
。
私
は
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
妻
の

看
病
に
…
。
ま
た
同
じ
立
場
で
苦
し
ん

で
い
る
人
達
と
手
を
取
り
合
う
こ
と
に

使
い
た
か
っ
た
。
」
さ
ら
に
容
疑
者
と

さ
れ
、
世
間
の
批
判
と
闘
っ
た
日
々
を

振
り
返
り
、
「
一
番
心
配
だ
っ
た
こ
と

は
、
や
は
り
逮
捕
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
こ
と
。
私
自
身
は
耐
え
ら
れ

て
も
、
妻
に
は
私
が
必
要
だ
っ
た
。
ま

た
家
族
み
ん
な
で
心
を
一
段
高
い
所
に

置
い
て
、
逃
げ
出
さ
ず
に
向
き
合
っ
て

い
こ
う
と
話
し
合
っ
た
。
」
と
述
べ
ら

れ
た
。

　

講
演
を
聞
く
う
ち
に
警
察
の
横
暴
な

捜
査
、
マ
ス
コ
ミ
の
暴
力
と
も
い
え
る

過
熱
報
道
ぶ
り
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
さ

ら
に
は
見
も
知
ら
ぬ
他
人
か
ら
の
嫌
が

ら
せ
の
数
々
…
。
と
同
時
に
講
師
は
自

分
を
支
え
励
ま
す
多
く
の
力
が
あ
っ
た

事
を
感
謝
を
も
っ
て
述
べ
ら
れ
た
。　

子
ど
も
達
と
普
段
変
わ
ら
ず
接
し
て
く

れ
た
学
校
関
係
者
、
職
場
の
上
司
や
同

僚
、
病
院
関
係
者
や
友
人
た
ち
、
親
子

の
絆
、
そ
し
て
何
よ
り
目
を
開
け
ず
、

口
を
開
か
ず
と
も
生
き
続
け
て
く
れ
て

い
る
妻
の
存
在
。
人
間
の
美
し
い
面
と

醜
い
面
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら

れ
る
様
な
日
々
で
あ
っ
た
と
思
わ
さ
れ

た
。

　

冒
頭
の
言
葉
は
、
妻
の
死
を
看
取
っ

た
後
、
松
本
市
の
自
宅
前
に
て
報
道
陣

に
応
じ
て
講
師
が
語
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
同
時
に
講
師
は
澄
子
さ
ん
の
14

年
に
わ
た
る
闘
病
生
活
に
つ
い
て
「
や

は
り
（
妻
は
）
生
き
る
意
義
を
感
じ
て

い
た
と
思
う
。
『
家
族
や
私
を
支
え
て

い
る
の
は
、
あ
ん
た
な
ん
だ
よ
。
』
と

言
い
つ
づ
け
て
来
た
。
そ
れ
に
答
え
る

か
の
如
く
、
命
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
燃
や
し

続
け
て
く
れ
た
。
」
と
話
し
た
。
河
野

家
に
と
っ
て
の
松
本
サ
リ
ン
事
件
終
結

の
日
は
、
こ
う
し
て
「
妻
が
治
っ
た

日
」
で
は
な
く
、
「
妻
が
亡
く
な
っ
た

日
」
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
そ
の
ご
心

情
は
推
察
し
て
計
り
知
れ
な
い
も
の
で

あ
る
。
だ
が
講
師
は
、
今
回
の
講
演
に

あ
っ
て
も
物
静
か
で
、
時
に
は
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
の
語
り
口
調
で
我
々

に
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
く
だ

さ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

心
の
闇
に
向
き
合
っ
て

　

ひ
と
つ
は
宗
教
の
持
つ
二
面
性
。
世

間
を
騒
が
せ
た
オ
ウ
ム
真
理
教
が
、
実

は
仏
教
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
仏

の
み
法
は
真
な
れ
ど
、
そ
れ
を
伝
え
て

い
く
の
は
煩
悩
を
持
っ
た
人
間
で
あ

る
。
そ
こ
に
宗
教
の
魅
力
、
危
険
性
が

混
在
す
る
。
」

　

さ
ら
に
Ｉ
Ｔ
時
代
を
迎
え
，
我
々

は
膨
大
な
情
報
に
向
き
合
っ
て
い
る
。

誤

っ

た

報

道

は

メ

デ
ィ
ア
だ
け
の
責
任

な
の
か
？
そ
の
背
後

に
は
テ
レ
ビ
の
前
に

身
を
置
い
て
他
者
を

裁
い
て
安
心
を
得
よ
う
と
す
る
私
達
の

社
会
心
理
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
の
事

で
あ
る
。
講
演
の
後
、
参
加
者
の
お
話

の
中
「
あ
の
時
、
テ
レ
ビ
で
見
た
（
サ

リ
ン
）
事
件
を
『
あ
っ
、
こ
の
男
が
犯

人
か
？
』
と
憎
し
み
の
目
で
見
た
大
勢

の
中
に
私
も
い
ま
し
た
。
」
と
言
わ
れ

た
正
直
な
お
言
葉
が
私
に
も
ま
た
当
て

は
ま
る
の
で
あ
る
。

　

家
族
崩
壊
が
叫
ば
れ
る
時
代
に
互
い

に
支
え
あ
っ
た
の
は
、や
は
り
「
家
族
」

だ
っ
た
。
そ
し
て
今
回
の
「
平
和
の
つ

ど
い
」
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
。
あ
ら

た
め
て
私
達
ひ
と
り
ひ
と
り
が
持
つ
心

の
闇
に
向
き
合
う
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が

平
和
を
築
い
て
い
く
た
め
に
今
、
必
要

な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

詩
の
朗
読

▲
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
備
後

７
５
０
回
大
遠
忌
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
振
興
計

画
」
の
一
つ
に
「
寺
院
活
動
の
振
興
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

宗
門
に
お
け
る
寺
院
の
位
置
づ
け
は
念
仏
の
道
場
で
あ
り
、
聴

聞
の
場
で
あ
る
。
そ
の
場
で
の
大
方
の　

〝
嘆
き
〟
は
「
少
な
く

な
っ
た
」
「
特
に
若
い
人
が
…
」
。
と
こ
ろ
が
そ
の
〝
嘆
き
〟
の

背
景
に
あ
る
お
聴
聞
の
先
達
だ
っ
た
お
年
寄
り
さ
え
も
…
。
一

方
、
社
会
へ
目
を
向
け
る
と
高
齢
者
に
対
し
医
療
、
介
護
、
福

祉
の
充
実
へ
向
け
て
躍
起
で
あ
る
。
「
ビ
ハ
ー
ラ
」
と
い
う
言
葉

ま
で
生
ん
だ
寺
院
と
宗
門
だ
が
、
現
代
社
会
と
地
域
に
お
け
る
寺
院
の

役
割
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
備
後
教
区
内
に
は
寺
院
が
関
わ
っ
て
い
る
福

祉
や
医
療
施
設
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
と
寺
院
は
経
営
上
、
形
態
的

に
は
異
な
る
が
、
共
に
「
現
代
社
会
の
課
題
に
応
え
る
」
と
い
う
側
面

で
は
共
通
す
る
。
施
設
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
高
齢
者
へ
の
対
応
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
寺
院
機
能
に
い
か
せ
な
い
か
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
。

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　

（
取
材
＝
教
区
報
専
門
委
）

　

７
０
０
回
忌
の
お
寺
の
記
念
事
業
で
発
願

　

第
一
回
目
は
庄
原
市
に
あ
る
比
婆
組

妙
延
寺
の
尾
野
義
宗
住
職
が
理
事
長
を

務
め
る
社
会
福
祉
法
人
「
不
動
会
」（
養

護
老
人
ホ
ー
ム
寿
園
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
相
扶
園
等
事
業
所
経
営
）
。
昭

和
39
年
、
先
代
の
故
・
尾
野
敏
住
職

に
よ
っ
て
親
鸞
聖
人
７
０
０
回
大
遠
忌

の
お
寺
の
記
念
事
業
と
し
て
発
願
さ
れ

た
。
翌
年
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
寿
園
」

を
開
園
し
た
。
当
時
の
社
会
状
況
は
高

度
経
済
成
長
の
あ
お
り
で
若
者
は
都
会

へ
流
出
し
、
高
齢
者
が
取
り
残
さ
れ
る

が
、
当
時
の
地
方
社
会
で
は
福
祉
に
対

す
る
意
識
は
低
く
、
援
助
も
な
く
経
済

的
に
も
精
神
的
に
も
追
い
込
ま
れ
て
い

た
と
い
う
。

　

高
齢
者
が
生
き
ぬ
く
拠
点
に

　

こ
う
し
た
中
で
敏
住
職
は
「
念
仏
者

は
相
い
扶
け
合
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
」
。
そ
こ
で
「
ご
法
義
を
喜
ん
で
生

き
ぬ
く
高
齢
者
の
拠
点
」
と
し
て
の
老

人
ホ
ー
ム
建
設
を
念
願
し
た
。
「
と
に

か
く
、
前
住
職
は
心
豊
か
に
安
ら
げ
る

憩
い
の
場
を
与
え
る
の
が
住
職
の
使
命

だ
と
口
癖
の
よ
う
に
い
っ
て
い
ま
し

た
」
と
は
、
昭
和
40
年
３
月
に
急
逝
し

た
発
願
者
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
門
信
徒

と
共
に
７
ヶ
月
後
に
開
園
に
こ
ぎ
着
け

た
当
時
坊
守
の
喜
美
さ
ん
。

　

こ
の
園
の
モ
ッ
ト
ー
は
『
仏
説
無
量

寿
経
』
に
あ
る
「
和
顔
愛
語
」
。
喜
美

前
坊
守
は
「
死
に
様
は
選
べ
な
い
け
れ

ど
、
生
き
様
は
選
べ
る
の
で
す
よ
、
と

よ
く
言
い
ま
す
。
生
き
る
喜
び
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
必
ず
和
や
か

な
笑
顔
と
な
り
、
温
か
い
言
葉
と
な
る

の
で
す
」
と
。
そ
の
た
め
に
多
種
多
様

な
仏
教
行
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
生

き
が
い
教
室
」
や
「
悩
み
相
談
」
な
ど

で
様
々
な
角
度
か
ら
対
応
し
て
い
る
。

住
職
の
義
宗
理
事
長
も
「
入
園
者
に
は

こ
こ
で
〝
生
き
た
証
〟
を
残
し
て
欲
し

い
の
で
す
」
と
付
け
加
え
る
。

　

「
真
宗
の
お
寺
は
生
活
の
中
心
地
に

お
寺
を
造
っ
た
と
思
う
。
蓮
如
上
人
は

寺
内
町
を
造
ら
れ
た
。
ま
さ
に
人
々
が

集
い
、
心
豊
か
に
生
き
る
喜
び
を
確
か

め
合
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」と
語
る
。

そ
う
考
え
る
と
、
い
つ
の
ま
に
か
、
寺

院
を
「
死
」
の
イ
メ
ー
ジ
一
色
に
し
た

宗
派
や
教
団
、
寺
院
、
僧
侶
の
責
任
を

施
設
が
積
み
上
げ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

　
　
　
　

寺
院
に
生
か
せ
な
い
か
？

▲「生きがい」を生み出すために様々

な活動が行われている
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謙
虚
に
反
省
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も

…
…
。

　

い
づ
れ
に
し
て
も
同
会
が
目
指
し
て

い
る
〝
生
き
た
証
〟
と
し
て
の
場
所
づ

く
り
に
、
今
後
の
寺
院
の
あ
り
方
を
学

ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
。
参
考
ま
で
に
行

事
を
掲
載
し
て
み
よ
う
。

　

生
き
た
証
づ
く
り
の
拠
点
に
寺
院
を

　

こ
の
老
人
ホ
ー
ム
の
宗
教
対
応
は
仏

壇
の
あ
る
集
会
所
、
納
骨
堂
、
仏
教
図

書
閲
覧
場
所
の
設
置
。
日
常
生
活
の

モ
ッ
ト
ー
は
前
述
の
よ
う
に
「
和
顔

愛
語
」
。
園
の
式
典
は
仏
式
で
行
わ
れ
、

毎
朝
、
仏
教
音
楽
で
始
ま
り
仏
参
。
毎

月
一
回
は
白
鵠
会
の
青
年
僧
侶
が
法

話
。
行
事
は
修
正
会
、
花
ま
つ
り
、
個

人
的
仏
事
や
春
秋
彼
岸
、
お
盆
行
事
な

ど
。
生
き
た
証
を
残
す
た
め
に
機
関

誌
『
相
扶
』
を
発
刊
し
、
利
用
者
の
文

集
や
俳
句
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
写
真
な

ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
「
生
き
が
い
文

化
教
室
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
外
出
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
自
治
会
活
動
も
あ
る

と
い
う
。

　

義
宗
住
職
は
長
年
の
体
験
か
ら
高
齢

者
施
設
で
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
を
す
る
時
に

注
意
し
た
い
こ
と
を
い
く
つ
か
挙
げ
て

い
る
。

　

①
老
、
病
、
死
を
タ
ブ
ー
視
し
な
い

こ
と
。
老
人
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た

り
無
視
し
た
り
し
な
い
こ
と
②
苦
悩
と

孤
独
を
支
え
る
人
間
関
係
を
つ
く
る
た

め
に
「
共
に
い
よ
う
」
と
い
う
地
道
な

行
動
が
必
要
③
高
齢
者
の
平
常
時
に
お

け
る
健
康
や
自
己
実
現
や
人
格
向
上
に

対
す
る
援
助
が
大
切
。
そ
れ
が
そ
の
人

に
人
間
性
、
生
き
が
い
、
喜
び
、
尊
厳

性
を
も
た
ら
す
。
そ
の
た
め
に
は
ビ

ハ
ー
ラ
活
動
者
の
趣
味
や
文
化
的
教
養

な
ど
の
人
格
的
豊
か
さ
が
力
と
な
る
④

高
齢
者
施
設
は
そ
の
人
の
生
活
の
場
。

相
手
へ
の
人
生
や
人
格
、
生
活
の
敬
意

が
大
切
⑤
高
齢
者
を
見
下
し
て
は
な
ら

な
い
。
必
ず
自
分
も
高
齢
者
に
。
高
齢

者
は
生
き
字
引
。
逆
に
教
え
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
る
⑥
高
齢
者
が
自
己
を
語

り
出
し
た
ら
、
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
た

証
し
。
活
動
者
は
自
分
の
思
い
を
押
し

つ
け
ず
、
先
ず
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
「
高
齢
者
施
設
に
は
人
生
の

す
べ
て
が
凝
縮
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
そ
こ
で
の
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
は
全
人
的

な
関
わ
り
で
あ
り
、
同
時
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
地
域
や
在
宅
、

医
療
機
関
な
ど
で
の
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
に

必
ず
役
立
つ
の
で
す
」と
確
信
を
語
る
。

こ
の
言
葉
の
「
高
齢
者
施
設
」
を
「
寺

院
」
に
置
き
換
え
て
も
通
用
す
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

今
こ
そ
、
寺
院
本
来
の
機
能
を

　
　
　
　
　

取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
に

　

つ
ま
り
、
現
代
の
寺
院
は
本
来
有
し

て
い
た
生
活
の
中
心
地
で
の
「
公
民
館

的
機
能
」
を
歴
史
的
に
も
、
政
治
的
に

も
、
社
会
的
に
も
、
さ
ら
に
宗
門
的
に

も
失
っ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

前
述
の
義
宗
住
職
が
主
張
す
る
「
高
齢

者
施
設
で
の
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
注
意

点
」
の
寺
院
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
構
築
に
高

齢
者
社
会
に
応
え
る
寺
院
機
能
の
方
向

性
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

取
材
を
終
え
て
感
じ
た
こ
と
は
、
私

た
ち
は
「
高
齢
者
」
と
い
う
言
葉
に
対

し
て
「
支
援
」
「
介
護
」
と
連
想
す
る
。

さ
ら
に
「
老
人
ホ
ー
ム
」
と
聞
く
と
、

無
意
識
の
う
ち
に
「
死
の
準
備
」
や
「
収

容
す
る
場
所
」
な
ど
と
受
け
と
め
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
義
宗
住
職
が
強
調
す

る
「
ホ
ー
ム
は
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

持
ち
、
生
き
抜
い
て
い
こ
う
と
す
る
場

所
で
あ
る
」
。
こ
の
言
葉
は
そ
の
ま
ま

「
寺
院
」
に
当
て
は
ま
る
言
葉
で
あ
る
。

発
願
者
の
敏
前
住
職
は
「
信
仰
に
結
ば

れ
た
楽
園
を
つ
く
り
た
い
」
を
親
鸞
聖

人
７
０
０
回
大
遠
忌
の
記
念
事
業
と
し

た
。
今
、
地
域
行
政
の
公
民
館
活
動
が

そ
の
実
権
を
失
お
う
と
す
る
時
だ
け
に

寺
院
が
そ
の
本
来
の
機
能
を
取
り
戻
す

チ
ャ
ン
ス
と
受
け
と
め
た
な
ら
寺
院
活

動
が
活
性
化
す
る
一
つ
の
契
機
に
な
る

の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
た
。

 

▼高齢者が生きがいをもち生きぬこうとする場所を

目指す老人ホーム全景
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祖
父
に
勧
め
ら
れ
て　

立
神
多
恵
香
委
員　

こ
ん
に
ち
は
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
早
速
で
す
が
、

坊
守
さ
ん
は
福
山
か
ら
お
嫁
に
来
ら
れ

た
の
で
す
よ
ね
。

　

長　

裕
美
坊
守　

そ
う
で
す
。
沼
隈

の
光
源
寺
か
ら
来
ま
し
た
。

　

委
員　

同
じ
教
区
内
で
近
く
に
嫁
ぐ

の
っ
て
抵
抗
は
無
か
っ
た
で
す
か
？

　

坊
守　

そ
こ
ま
で
深
く
考
え
て
な

か
っ
た
で
す
ね
。
住
職
は
昔
か
ら
知
っ

て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
ま
さ
か
結
婚
す

る
な
ん
て
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
し
、

た
だ
、
話
し
が
来
た
時
、
祖
父
が
よ
い

ご
縁
だ
か
ら
と
勧
め
ら
れ
て
決
ま
っ

た
っ
て
感
じ
で
す
ね
。　
　
　
　
　
　

　

委
員　

そ
う
で
す
か
。
で
は
結
婚
以

前
か
ら
お
互
い
の
交
流
は
あ
っ
た
ん
で

す
ね
。

　

坊
守　

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
私
よ

り
も
住
職
の
方
が
里
の
弟
と
交
流
が
多

い
く
ら
い
で
す
。

　

住
職
、
前
住
職
の
お
か
げ

　

委
員　

そ
れ
は
嬉
し
い
よ
う
な
、
寂

し
い
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。と
こ
ろ
で
、

こ
ち
ら
で
は
お
寺
の
活
動
と
し
て
は
ど

ん
な
事
が
あ
り
ま
す
か
？

　

坊
守　

法
座
は
報
恩
講
と
永
代
経
、

あ
と
は
婦
人
会
活
動
く
ら
い
な
ん
で
す

け
ど
、
う
ち
の
場
合
は
全
部
住
職
が

や
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
私
は
年
に

一
回
婦
人
会
か
ら
新
年
会
を
し
た
り
、

旅
行
に
連
れ
て
行
っ
て
欲
し
い
と
意
見

が
出
れ
ば
、
そ
れ
の
企
画
と
か
構
成
だ

け
を
す
る
感
じ
で
す
ね
。

　

委
員　

西
教
寺
さ
ん
の
所
は
、
今
の

住
職
さ
ん
も
そ
う
で
す
が
、
前
住
職
さ

ん
の
時
も
何
で
も
住
職
さ
ん
が
ま
め
に

さ
れ
ま
す
よ
ね
。

　

坊
守　

そ
う
な
ん
で
す
よ
。
お
父
さ

ん
は
料
理
で
も
何
で
も
さ
れ
る
か
ら
、

子
ど
も
達
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
作
っ
て

く
れ
る
ご
飯
が
大
好
き
で
、
あ
れ
が
食

べ
た
い
と
言
え
ば
作
っ
て
く
れ
る
し
、

坊守

今
回
お
訪
ね

し
た
の
は
、
芦
田
組

西
教
寺
・
長
裕
美
坊
守
さ

ん
で
す
。
西
教
寺
さ
ん
は
福

山
市
立
動
物
園
の
す
ぐ
近
く
、

目
の
前
に
は
前
住
職
さ
ん
の
畑

が
広
が
っ
た
静
か
な
場
所
に

あ
り
ま
す
。
（
聞
き
手
＝
立

神
多
恵
香
委
員
、
写
真

＝
山
下
瑞
円
委
員
）
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し
か
も
手
作
り
の
野
菜
や
山
で
採
れ
た

栗
な
ど
を
使
っ
た
本
格
的
な
料
理
な
ん

で
す
よ
。

　

委
員　

う
ち
も
時
々
西
教
寺
さ
ん
か

ら
、
と
れ
た
て
の
野
菜
を
い
た
だ
く
事

が
あ
り
ま
す
け
ど
、
や
は
り
ス
ー
パ
ー

で
買
っ
た
の
と
は
違
い
ま
す
よ
ね
。
住

職
さ
ん
と
私
は
中
仏
の
時
の
同
期
な
の

で
昔
か
ら
知
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り

事
務
で
も
何
で
も
ま
め
で
す
よ
ね
。

　

坊
守　

だ
か
ら
婦
人
会
の
旅
行
で
も

私
が
企
画
し
て
、
こ
う
い
う
風
に
し
た

い
か
ら
。
と
い
う
と
切
符
か
ら
何
か
ら

手
配
は
住
職
が
し
て
く
れ
ま
す
。
旅
行

で
も
何
で
も
私
は
普
段
個
人
で
は
出
来

な
い
事
を
し
て
楽
し
ん
で
欲
し
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
女
性
が
盛

り
上
が
る
と
お
寺
も
盛
り
上
が
る
。
お

寺
は
法
事
と
か
葬
式
と
か
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
楽
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
欲
し

い
ん
で
す
。
子
ど
も
の
学
校
の
お
母
さ

ん
の
中
に
は
、
俗
に
い
う
新
興
宗
教
の

人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
け
ど
す
ご
く
熱
心

な
ん
で
す
。
何
が
そ
こ
ま
で
魅
力
が
あ

る
の
か
、
疑
問
で
す
ね
。

　

非
現
実
的
な
世
界
で

　

委
員　

確
か
に
そ
う
い
う
人
た
ち
は

す
ご
く
熱
心
で
す
よ
ね
。
そ
こ
ま
で
本

気
に
な
れ
る
何
か
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う

ね
。

　

坊
守　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
と
に

か
く
お
寺
へ
来
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
考
え
て
、

新
年
会
の
時
に
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
す
る

こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
も
た
だ
の

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
な
く
、
衣
装
を
用

意
し
て
好
き
な
ド
レ
ス
に
着
替
え
て

歌
っ
て
も
ら
う
。
何
も
考
え
ず
・
明
る

く
・
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
普
段
出
来

な
い
綺
麗
な
物
を
着
て
、
き
れ
い
な
お

菓
子
を
食
べ
て
非
現
実
的
な
世
界
で
楽

し
む
ん
で
す
。　

　

委
員　

そ
れ
は
ま
た
大
胆
で
す
ね
。

み
ん
な
の
反
応
は
ど
う
で
す
か
？

　

坊
守　

初
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い

ま
す
け
ど
、
勿
論
私
も
住
職
も
ド
レ
ス

を
着
て
い
ま
す
か
ら

高
に
盛
り
上
が

り
ま
す
よ
。

　

委
員　

す
ご
い
で
す
ね
。
あ
ん
ま
り

想
像
は
し
た
く
な
い
け
ど
楽
し
そ
う
で

す
ね
。
で
は
坊
守
さ
ん
と
し
て
今
一
番

頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
そ
こ
で
す

か
。

　

坊
守　

そ
う
で
す
ね
。
と
に
か
く
み

ん
な
を
楽
し
く
し
て
あ
げ
た
い
。
そ
し

て
元
気
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　

委
員　

い
つ
も
楽
し
い
だ
け
で
は
い

け
な
い
と
思
う
け
ど
、
そ
う
い
う
時
は

パ
ッ
と
楽
し
く
羽
目
を
外
す
の
も
い
い

で
す
ね
。
他
に
何
か
こ
う
し
た
ら
良
い

と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
す
か
？

　

坊
守　

以
前
、
教
区
の
仏
婦
50
周
年

大
会
で
お
寺
の
紹
介
パ
ネ
ル
を
作
っ
た

事
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
と
き
に
会

員
の
方
が
す
ご
く
楽
し
そ
う
に
さ
れ
て

い
た
ん
で
す
。
あ
ん
な
風
に
も
っ
と
自

分
た
ち
で
企
画
運
営
で
き
る
よ
う
な
大

会
を
、
組
持
ち
回
り
で
２
年
に
１
回
く

ら
い
出
来
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。
み

ん
な
力
は
持
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
お

寺
の
事
は
家
に
付
い
て
い
る
物
の
よ
う

な
感
じ
な
の
で
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
案

や
積
極
性
が
出
て
く
る
よ
う
な
雰
囲
気

の
お
寺
づ
く
り
が
出
来
た
ら

高
で
す

ね
。

　

委
員　

本
当
に
、
そ
う
な
れ
ば
理
想

で
す
ね
。
今
日
は
楽
し
い
お
話
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

<

取
材
を
終
え
て>

そ
ん
な
事
も
出
来
る
の
か
と
い
う
「
目

か
ら
う
ろ
こ
」
の
ビ
ッ
ク
リ
な
ア
イ
デ

ア
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
今
ま
で
の

お
寺
の
常
識
に
固
ま
っ
て
い
た
頭
に
新

た
な
風
が
吹
き
込
ん
で
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
世
の
中
も
お
寺
も
確
実
に

変
革
期
を
迎
え
て
い
る
今
、
今
一
度
頭

を
柔
ら
か
く
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

お
寺
の
紹
介
パ
ネ
ル

▲
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正
※Ⅰ

式にはウェブログといい、インター

ネット上の日記といえる物である。そ

れまでのホームページと違い、既製の

枠組みを使い、携帯電話からも書き込

みが出来るなどの利便性から、2006

年には 868 万人が利用している。

  h
※Ⅱ

ttp://homepage3.nifty.com/

sairenji/

　1995 年、Windows95 の発売に伴って、日本国内

でのインターネット利用は本格的に始まりまし

た。この 95 年を元年として、インターネットに

よるｗｗｗ .（ワールドワイドウェブ）サービス

が、一般の人々が気軽に情報を交換することの出来るツールとして普及していきます。

　当初は大学などの教育機関や、公官庁、大企業などが広報窓口としてホームページ

を開設しました。そして多くの宗教教団も、この流れに従ってホームページを広報窓

口として開設します。本願寺においても、蓮如上人 500 回忌法要の広報窓口として、

1998 年公式ホームパージが開設されます。以降、参拝情報の提供や法要中継、法話・

聖典データベースなどの機能を持ち現在に至っています。

　さらに、こうした公式ホームページ以外にも、個別の寺院がホームページを開設し、

み教えの広宣流布に役立てようともしました。これらの宗教（仏教）に関するホーム

ページは、2006 年のヤフージャパンの宗教カテゴリーにおいては 2900 件に達してい

ます。

　このように多数のホームページが本山や個々の寺院によって開設されていますが、

これまでは紙媒体などでの広報手法とその情報内容には大差なく、宗門のあり方に大

きな変化を迫るものとはなっていませんでした。

　しかし、2004 年ごろから始まったブ

ログは、発信される情報の質を変化させ

つつあります。特に、その簡便性から寺

院においても、坊守や若院などが個人的

な情報を書きこんでいるものが多く見ら

れます。その結果、これまでの「公式見

解」の教義解説だけではない「普段着の

み教え」を見ることが出来るようになり

ました。

　特に大谷派の僧侶川
※Ⅱ

岸妙慶氏 などは、

ブログを利用した小回りの効く情報発信

で注目されているといえるでしょう。こ

の例だけではなく、ブログの普及は宗門

に様々な影響を与える可能性がありま

す。次回は、このブログの功罪について

事例を取り上げながら考えて行きたいと

思います。

深水顕真
三次組専正寺副住職

備後教区のホームページ▲

「
ブ

※

ロ
グ
」
が
社
会
問
題
化
し

逮
捕
者
を
出
す
ま
で
に
な
っ
て

い
る
。
宗
教
（
仏
教
界
）
に
も

波
及
し
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
宗

教
社
会
学
の
研
究
を
さ
れ
「
メ

デ
ィ
ア
と
宗
教
」
を
専
門
と
さ

れ
る
、
三
次
組
専
正
寺
副
住
職

に
緊
急
に
依
頼
し
た
。

Ⅰ
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　基推

第１部会

僧
侶
と
門
信
徒
の

　
　
　

共
同
参
画

　
　
　

報
恩
講
勤
修
さ
れ
る

【
本
願
寺
備
後
会
館
】
11
月
28
日
、
本

願
寺
備
後
会
館
報
恩
講
が
勤
修
さ
れ

た
。
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
百
名
を
超

え
る
参
詣
が
あ
っ
た
。
午
後
の
逮
夜
法

要
に
は
鴨
川
北
・
神
石
組
か
ら
の
出
勤

が
あ
り
、
１
日
を
通
し
た
備
後
雅
楽
会

の
奏
楽
な
ど
盛
大
に
勤
め
ら
れ
た
。
講

師
に
藤
井
邦
麿
本
願
寺
派
布
教
使
を
招

聘
し
、
参
詣
者
そ
れ
ぞ
れ
が
宗
祖
の
ご

遺
徳
を
偲
ば
れ
た
。

　

沖
縄
に
て
研
修

【
組
長
会
】
１
月
27
日
、
28
日
に
か
け
て
、

組
長
、
副
組
長
、
組
相
談
員
を
対
象
と

し
た
研
修
旅
行
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回

の
研
修
は
沖
縄
別
院
参
拝
と
平
和
学
習

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
総
勢
11
名
が

参
加
し
た
。
１
日
目
に
沖
縄
別
院
を
参

拝
し
、
沖
縄
特
区
の
歴
史
・
現
況
な
ど

話
を
聞
い
た
。
２
日
目
は
ひ
め
ゆ
り
の

塔
を
は
じ
め
、
様
々
な
戦
跡
を
見
学
し

た
。
独
特
な
文
化
を
形
成
す
る
中
で
の

教
区
行
政
・
行
事

教
線
拡
充
の
困
難
さ
、
ま
た
、
戦
争
の

悲
惨
さ
を
改
め
て
痛
感
し
、
平
和
実
現

へ
の
意
識
を
新
た
に
し
た
研
修
旅
行
と

な
っ
た
。

教
区
月
報

11
月

１
日　

中
・
四
国
若
婦
大
会
実
行
委
員

　
　
　

会
、
企
画
部
会

２
日　

全
国
仏
壮
大
会
（
神
戸
）

４
日　

サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡
協
議
会

４
日　

連
区
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
連
絡
協
議

　
　
　

会
（
５
日
ま
で
）

６
日　

基
推
常
任
委
員
会

７
日　

団
参
委
員
会

11
日　

会
館
常
例
法
座

12
日　

選
挙
管
理
委
員
会
（
本
山
）

13
日　

ビ
ハ
ー
ラ
実
践
学
習(

寿
園)

17
日　

基
推
第
４
部
会

20
日　

仏
婦
お
み
が
き
奉
仕

21
日　

教
区
報
専
門
委
員
会

26
日　

勤
式
練
習
会

27
日　

常
備
会

28
日　

会
館
報
恩
講

12
月

１
日　

ブ
ロ
ッ
ク
門
徒
総
代
会
研
修
会

　
　
　

（
安
芸　

２
日
ま
で
）

２
日　

化
境
制
度
研
修
会

２
日　

賦
課
基
準
等
調
整
委
員
会

３
日　

教
区
選
挙
管
理
委
員
会

３
日　

法
式
・
法
務
専
門
委
員
会

４
日　

基
推
第
１
部
会

４
日　

映
画
「
靖
国
」
上
映
・
講
演
会

　

映
画
「
靖
国
」
上
映
さ
れ
る

【
靖
国
】
昨
年
の
初
め
、
話
題
に
な
っ

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
靖
国　

Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
」
が
、
12
月
４
日

に
本
願
寺
備
後
会
館
に
て
無
料
上
映
さ

れ
た
。
40
名
の
参
加
が
あ
り
関
心
の
深

さ
を
示
し
た
。
上
映
後
、
映
画
に
出
演

の
菅
原
龍
憲
さ
ん
（
真
宗
遺
族
会
事
務

局
長
）
の
講
演
会
が
つ
づ
き
、
参
加
者

は
熱
心
に
傾
聴
し
た
。

講演される菅原龍憲先生▲

沖縄別院にて

[

敬
称
略]
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　基推

第３部会

殺
防
止
セ
ン
タ
ー
相
談
員
の
藤
澤
克
己

安
楽
寺
副
住
職
の
講
義
が
あ
っ
た
。

　

講
師
は
自
死
相
談
の
手
紙
に
、
返

事
を
出
す
活
動
を
し
て
い
る
。
一
通

の
手
紙
に
３
人
が
一
組
に
な
り
返
事

を
考
え
、
手
書
き
で
返
事
を
出
す
。「
あ

り
の
ま
ま
の
気
持
ち
を
受
け
入
れ
、

寄
り
添
う
心
が
大
切
」
と
語
ら
れ
た
。

講
義
終
了
後
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
実
物
の
自
死
相
談
の
手
紙
を
参

考
に
作
ら
れ
た
手
紙
に
返
事
を
書
き
、

話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ

れ
た
。

　

自
死
問
題
に
つ
い
て
、
や
は
り
各

宗
派
関
心
が
高
く
総
勢
で
約
80
名
近

く
、
本
派
関
係
者
は
安
芸
教
区
含
め

半
数
近
い
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　

備
後
教
区
に
お
い
て
は
２
月
17
日
に

「
自
死
を
考
え
る
学
習
会
」
が
本
願
寺

備
後
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

若
婦
大
会
講
師
決
定

【
仏
婦
】
10
月
24
日
、
25
日
に
御
調
東

組
照
源
寺
に
て
開
催
さ
れ
る
中
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
若
婦
人
大
会
に
つ
い
て
、
２

回
目
の
実

行

委

員

会
（
１
月

24
日
）
が

本
願
寺
備

後
会
館
に

て
行
わ
れ

た
。

　

今
回
は

企
画
部
会

か
ら
の
各

種
提
案
事

項
が
協
議

さ
れ
、
講

師
に
、
藤
井
邦
麿
元
仏
婦
総
連
盟
講
師

（
大
分
教
区
正
善
寺
）
が
決
ま
っ
た
。

好
評
で
あ
っ
た
結
成
50
年
記
念
大
会
に

つ
づ
い
て
の
出
講
と
な
る
。

僧
侶
と
門
信
徒
の

　
　

共
同
参
画

５
日　

仏
婦
推
進
者
養
成
研
修
会

９
日　

青
年
布
教
使
の
会

10
日　

選
挙
会

10
日　

臨
時
教
区
会

10
日　

基
推
第
４
部
会
並
び
に

　
　
　
　
　

各
専
門
委
員
会
代
表
者
会
議

11
日　

会
館
常
例
法
座

14
日　

中
・
四
国
若
婦
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　

企
画
部
会

15
日　

寺
婦
三
役
会

17
日　

備
龍
会
会
館
清
掃
奉
仕

17
日　

連
区
基
推
連
絡
協
議
会

　
　
　

（
山
陰　

18
日
ま
で
）

24
日　

組
長
会

25
日　

布
教
団
役
員
会

１
月

11
日　

会
館
常
例
法
座

20
日　

基
推
第
２
部
会

20
日　

同
朋
三
者
懇
話
会
専
門
委
員
会

21
日　

基
推
第
４
部
会

21
日　

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
推
進
委
員
会

22
日　

基
推
第
３
部
会

22
日　

基
推
常
任
委
員
会

24
日　

中
・
四
国
若
婦
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　

並
び
に
企
画
部
会
、
若
婦
専
委

24
日　

仏
壮
連
盟
役
員
会

26
日　

団
参
事
務
担
当
者
会
議
（
本
山
）

26
日　

備
龍
会
ハ
ン
セ
ン
病
研
修
会

27
日　

ブ
ロ
ッ
ク
少
年
連
盟
連
絡
協
議
会

　
　
　

（
安
芸　

28
日
ま
で
）

　基推

第２部会

男
女
共
同
参
画

　
　

社
会
・
人
権

　

自
死
問
題
関
心
高
く

【
同
宗
連
】
１
月
23
日
、
広
島
同
宗
連

主
催
に
よ
る
研
修
会
が
福
山
市
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
た
。
「
自
死

（
自
殺
）
に
つ
い
て
…
も
し
も
、
私
に

相
談
が
き
た
ら
」
を
テ
ー
マ
に
東
京
自

藤沢克己先生▲

福
山
市
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
て

▼
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子
規
が
詠
ん
だ
伊
予
の
お
寺

　

松
山
市
内
を
流
れ
る
石
手
川
。
公

園
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
等
が
整
備
さ
れ
、
多
く
の
人

が
集
い
、
汗
を
流
し
て
い
る
。
川
沿

い
の
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
ひ
と
際

高
い
お
寺
の
屋
根
が
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
。
四
州
教
区
松
山
組
相
向
寺

（
毘
奈
英
正
住
職
）
で
あ
る
。

　

掲
示
板
の
沿
革
に
よ
る
と
、
開
基

は
一
五
四
四
年
。
明
治
に
入
っ
て
一

時
衰
退
し
、
本
尊
も
寺
域
も
人
手
に

渡
る
。
そ
の
後
鏡
如
上
人
の
特
命
に

よ
り
、
福
井
県
の
往
相
寺
住
職
が
入

寺
さ
れ
た
が
亡
く
な
ら
れ
た
た
め
、

27
日　

組
長
会
研
修
旅
行

　
　
　

（
沖
縄　

28
日
ま
で
）

29
日　

仏
婦
連
盟
役
員
会

30
日　

寺
族
女
性
勉
強
会

30
日　

少
年
連
盟
役
員
会

31
日　

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
全
国
集
会

　
　
　

（
２
月
１
日
ま
で
）

２
月

２
日　

会
館
休
館
日
（
３
日
ま
で
）

５
日　

教
区
報
専
門
委
員
会

９
日　

同
朋
三
者
懇
話
会
（
尾
道
）

11
日　

会
館
常
例
法
座

17
日　

自
死
を
考
え
る
学
習
会

19
日　

教
化
団
体
連
絡
協
議
会

20
日　

僧
侶
研
修
会

20
日　

勤
式
練
習
会

次
弟
が
入
寺
。
四
散
し
て
い
る
門
徒
を

糾
合
し
教
化
に
心
血
を
注
が
れ
た
。

　

明
治
28
年
、
愚
陀
仏
庵
で
静
養
し
て

い
た
正
岡
子
規
が
散
策
し
た
時
に
詠
ん

だ
句
集
『
散
策
集
』
の
中
に
相
向
寺
を

詠
っ
た
句
が
あ
り
、
境
内
に
句
碑
が
建

立
さ
れ
て
い
る
。

　

真
宗
の　

伽
藍
い
か
め
し　

稲
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
岡
子
規

　
　
　
　
　

（
文
責
・
教
区
報
専
門
委
）

●
新
門
さ
ま
教
区
ご
巡
回

　

昨
年
11
月
か
ら
始
ま
っ
た
、
新

門
さ
ま
ご
巡
回
・
ご
巡
拝
が
、
４

月
６
日
、
本
願
寺
備
後
会
館
に
て

左
記
の
通
り
開
催
さ
れ
る
。（
予
定
）

午
前
11
時
30
分

　

帰
敬
式

　
　

※
対
象
は
教
区
・
組
会
議
員
及
び
参
与

午
後
１
時
30
分

　

記
念
式
典
・
布
教
・
巡
回
の
集
い

　
　

※
対
象
は
教
区
内
役
職
者

午
後
６
時

　

懇
談
会
（
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）

　
　

※
対
象
は
教
区
内
全
寺
院
及
び
役
職
者

●
参
与
会
総
会
、
聞
法
会

　

３
月
４
日
（
水
）

　

本
願
寺
備
後
会
館

　

講
師　

法
正
良
映
円
超
寺
前
住
職

●
基
推
総
会
、
研
修
会

　

３
月
17
日
（
火
）

　

本
願
寺
備
後
会
館

●
長
島
愛
生
園
現
地
学
習
会

　

３
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

(

敬
称
略
）

３
月　

深
水
顕
真　

　
　
　
　

（
三
次
組
専
正
寺
）

４
月　

藤
間
幹
夫　

　
　
　
　

（
深
津
組
光
明
寺
）

５
月　

是
山
宗
憲　

　
　
　
　

（
世
羅
組
真
行
寺
）

　

好
評
の
『
な
る
ほ
ど
仏
事
』
第

５
回
が
出
来
上
が
っ
た
。
今
回
は

「
お
墓
（
建
碑
式
）
」
を
取
り
上
げ

て
い
る
。

お寺の見える風景お寺の見える風景
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　少年連盟主催による「ウォークラリー大会」が下記の通り開催されます。

キッズサンガの具体的な取り組みとして、是非ご参加いただきますようご

案内申し上げます。参加人数が少なくても、他の少ないグループと一緒に

合同チームを組むことも可能です。

第 8回備後教区子ども大会「ウォークラリー」
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２月

22 日　ほほえみ講座

23 日　常備会

24 日　仏婦役員研修会（25 日まで）

26 日　ビハーラ実践学習（藤江荘）

26 日　会館責任役員会・総代会

27 日　布教団部門別・基幹運動

　　　研修会並びに臨時総会

３月

３日　連区教化連絡協議会

　　　（四州　４日まで）

４日　参与会総会、聞法会

５日　教区会研修旅行（６日まで）

７日　中・四国若婦大会実行委員

　　　会、企画部会

７日　勤式北部研修会（神石組正光寺）

９日　勤式練習会

９日　キッズサンガ推進委員会

11 日　会館常例法座

13 日　定期教区会

17 日　基推総会・研修会

18 日　ビハーラ実践学習（花の里）

24 日　長島愛生園現地学習会

25 日　仏婦連盟役員会

31 日　子ども大会　ウォークラ　

　　　リー（福山駅周辺）

４月

１日　備龍会主催 750 回大遠忌法　

　　　要（御調東組照源寺）

１日　御動座法要

２日　本願寺御影堂

　　　平成大修復完成奉告法要

６日　新門さま教区ご巡回

11 日　会館常例法座

11 日　仏壮連盟役員会

13 日　仏婦総会・研修会

14 日　保育連盟全体協議会

19 日　仏壮総会・研修会

23 日　第６回サポーター連絡協議会 →

→
今後の予定

おつとめ
「宗祖讃仰作法」
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得
度
許
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［
敬
称
略
］

沼
隈
南
組　

高
泉
寺

　
　

豊
平　

匡
志　
　

（
匡
志
）

比 

婆 

組　

西
林
坊

　
　

森
元　

由
佳　
　

（
由
佳
）

三 

次 

組　

福
善
坊

　
　

福
藤　

淳
子　
　

（
淳
心
）

　
　
　
　
　

（
平
成
20
年
10
月
15
日
付
）

世 
羅 
組　

善
仁
寺

　
　

松
浦　

怜
子　
　

（
瑞
華
）

　
　
　
　
　

（
平
成
20
年
11
月
12
日
付
）

教
師
授
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［
敬
称
略
］

神 

石 

組　

光
福
寺

　
　

佐
武　

晃
正　
　

（
晃
正
）

世 

羅 

組　

教
専
寺

　
　

岸　

順
子　
　
　

（
沙
羅
）

　
　
　
　
　

（
平
成
20
年
９
月
30
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［
敬
称
略
］

芦 

田 

組　
　

西
圓
寺

　
　

坊　

守　
　

山
名　

雅
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
10
月
27
日
寂
）

世 

羅 

組　
　

教
専
寺

　
　

衆　

徒　
　

谷
川　

義
弘

　
　
　
　
　
　
　
　

（
12
月
２
日
寂
）

深 

津 

組　
　

光
行
寺

　
　

前
坊
守　
　

苅
屋　

初
音

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
12
月
25
日
寂
）

御
調
東
組　
　

善
行
寺

　
　

衆　

徒　
　

三
宅　

光
子

　
　
　
　
　
　
　

 

　

（
１
月
12
日
寂
）

敬　
　

弔

　

先
日
、
あ
る
失
敗
を
し
た
。
悔
や
ん

で
も
悔
や
み
切
れ
ず
、
ま
た
先
方
へ
ご

迷
惑
を
か
け
た
こ
と
へ
の
申
し
訳
な
さ

が
心
に
残
る
。
私
は
以
前
あ
る
人
に
、

「
成
功
の
反
対
は
何
か
わ
か
る
か
？
」

と
問
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は
、「
失

敗
で
す
」
と
答
え
た
が
、
そ
の
人
は
、

「
何
も
し
な
い
こ
と
」と
言
わ
れ
た
。「
懸

命
な
失
敗
は
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
る

の
だ
よ
」
と
も
言
わ
れ
た
▽
私
の
心
の

中
に
決
し
て
成
功
し
て
や
ろ
う
な
ん
て

気
持
ち
は
な
い
が
、
出
来
る
限
り
上
手

な
人
生
を
歩
み
た
い
と
思
う
醜
い
気
持

ち
が
あ
る
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
。
こ

ん
な
時
こ
そ
、
自
分
の
失
敗
を
謙
虚
に

受
け
止
め
、
常
に
我
が
身
を
振
り
返
る

内
省
の
気
持
ち
心
掛
け
た
い
も
の
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｚ
・
Ｙ
）

香
典
返
礼

　

芦
田
組　

西
圓
寺 

様

　
　

よ
り
香
典
返
礼
を
頂
き
ま
し
た
。

お　
　

礼

　

三
谿
組　

明
覚
寺 

様

　
　

よ
り
本
願
寺
備
後
会
館
へ

　
　

 

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。


